
東海村まち・ひと・しごと創生推進会議 次第

日 時 令和７年２月７日（金）10時から

会 場 東海村役場 議会棟２階

２０１・２０２委員会室

１ 開 会

２ 座長あいさつ

３ 協議事項

（１）パブリックコメントの状況と対応

（２）東海村人口ビジョン，東海村まち・ひと・しごと創生総合戦略の内容確認

（３）来年度の予定

４ そ の 他

５ 閉 会
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（１）パブリックコメントの状況と対応

３ 協議事項

番号 意見の趣旨 意見に対する村の考え方

1

基本目標１ 東海村に仕事をつくる

原子力関連以外の新たな産業の創出も必要であ
り，地元企業の新しい挑戦や地域の未来を担う若
者や女性の雇用・定住につなげる新たなビジョン
を掲げることを提案します。

J-PARCをはじめとした先進的な研究機関と連携を強め，
研究成果の産業利用等による新たな産業の創出を図るとと
もに，創業や地元企業への支援を行うことで，新しい挑戦
を支え，雇用の安定化を図ることで，地域の未来を担う人
材の確保につなげてまいりたいと考えております。

2

基本目標２ 東海村に人の流れをつくる

関係人口の創出も含め，地域人口の維持におい
て最も重要なのは，若者や女性にとって魅力的で
サステナブルな仕事を生み出すことだと考えます。

村民の皆さまの村への興味・愛着の高まりと，行政だけ
でなく村民の皆さまとともに村の魅力を発信し，関係人口
の創出と移住定住の促進につなげることを基本的方向とし
ています。
基本的方向の取組みを進め，若者や女性を含む多くの方

にとって魅力的な地域となり，仕事や地域活動などでまち
づくりに関わることで，サステナブルな地域発展を目指し
てまいります。

3

横断的目標
DX・ICT基盤整備による総合戦略の加速化，深化

DX・ICT基盤の整備は，行政サービスのみに限
定するのではなく，仕事（産業）の新たな創出や
活性化のための仕組みづくりまで範囲を拡大すべ
きと考えます。

基本的方向として，デジタル技術をより活用することで，
地域社会の生産性や利便性を高め，地域の魅力創造につな
げることができるよう地域・行政のDXとICT基盤整備を進め
ると定め，行政サービスをはじめとしたDXの取組を進める
とともに，仕事（産業）の新たな創出や活性化を含めた各
政策でのデジタル技術活用を推進し，横断的に本総合戦略
の加速化，深化を図ってまいります。
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（２）東海村人口ビジョン，東海村まち・ひと・しごと創生総合戦略の内容確認

別資料参照

３ 協議事項
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３ 協議事項

⚫座長の選出

⚫新たな総合戦略の策
定

⚫人口の現状

⚫総合戦略の進捗及び
交付金の評価（案）

主な
予定

第１回
（5/28開催）

パブリックコメント
12/27-1/27

主な
議題

第４回
（2/7開催）

第３回
（11/26開催）

第２回
（9/24開催）

⚫総合戦略の進捗及び
交付金の評価

⚫人口ビジョン

⚫総合戦略の骨子

⚫人口ビジョン

目指すべき将来推計

⚫総合戦略

・地域ビジョン

・基本目標

・具体的な施策

・数値目標

⚫策定した新たな総合
戦略について

主な
検討事項
（検討の視点）

総合戦略の進捗及び
交付金の評価（案）
に関して疑問等あれ
ば，後日質疑応答し，
次回評価を行う。

総合戦略の進捗及び
交付金の評価につい
て

人口ビジョンを踏まえ
た総合戦略の内容につ
いて

特に、人口動態を踏ま
えた地域ビジョン、基
本目標、具体的な施策
の設定について

全体の最終確認

（３）来年度の予定

今年度の会議スケジュール
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（３）来年度の予定

初年度

（令和7年度）

次年度以降

（令和8年度～）

３ 協議事項

４月～６月 ７月～９月 10月～12月 １月～３月

まち・ひと・しごと
創生総合戦略

施策の実行

まち・ひと・しごと
創生推進会議

3期総合戦略
交付金事業
評価，検証

地域戦略推進
実行本部

数値目標，
KPIの確認

次年度の
施策の改善

４月～６月 ７月～９月 10月～12月 １月～３月

まち・ひと・しごと
創生総合戦略

施策の実行

まち・ひと・しごと
創生推進会議

2期総合戦略
交付金事業

評価

施策の進捗
数値目標等
の確認

地域戦略推進
実行本部

2期総合戦略
交付金事業

確認

数値目標，
KPIの確認


